シャカイカガクケイガクブ ニ オケル ブツリキョウイク ノ アリカタ 2 テンタイノウンドウ ネツエネルギー カオス ノ テーマトシテ by 師 啓二
sA ~F9 ~( 
~~~~~4~~~i~~~~~fC~~ ~t~ ~g~~!~1~q) 
~~~~ 
ll. ~i~q)~~~~b ･ ~~.,,.:C;F'･)V~~- . ~~t;~~: 
~-7 ~ ~~ 
~~ ~~~'~~~ 
How should Physics be lectured at the Departments of 







IV. r~g~~BJ q)~~~~:~F9~~*d:~~~~~i~ 



















































































































物理選択 r物理学A」とセット履修 r物理学B」のみ 不　明
物理IAのみ 2 2 0 0
物理IAと物理IB 1 1 0 0
物理IBのみ 2 2 0 0
物理IBと物理∬ 5 3 2 0
物理の科目名不明 4 3 1 0
物理選択者合計 14 11 3 0
物理非選択
生　物　　の　　み 7 4 3 0
化　学　　の　み 1 1 0 0
生物　と　化　学 32 23 8 1
生物　と　地　学 2 1 1 0
化学　と　地　学 3 2 1 0
理科　未履　修 2 1 1 0
物理非選択者合計 47 32 14 1






























入試物理、受験 0 0 0 2 0 2
入試物理、非受験』 0 0 1 1 1 3
非入試物理 2 0 1 2 2 7
そ　　の　　他 0 0 0 0 1 1
回　答　な　し 0 1 0 0 0 1
人数（人） 2 1 2 5 4 14
．高校物理の印象
面白かった 0 0 1 0 1 2
つまらなかった 0 0 0 1 0 1
どちらともいえない 2 0 1 3 3 9
回　答　な　し 0 1 0 1 0 2
高校物理の難易度 ??
難　　し　　い 0 0 1 2 2 5
やや難しい 1 0 1 2 1 5
普　　　　　通 1 0 0 0 1 2
やや易しい 0 0 0 0 0 0
易　　し　　い 0 0 0 0 0 0





良くわかった 0 0 0 0 0 0
やや良くわかった 1 0 0 0 0 1
普　　　　　通 0 0 2 1 3 6
ややわかり難かった 0 0 0 2 0 2
わかり難かった 1 0 0 1 0 2
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カオス 散逸構造・カオス 超伝導 合計 未提出 登録人数選択者数i平均点標準偏差 選択者数陣均点i騨縦 選択者数i平均点i標鞠差
1997年度 7166，417．482172．5i3．50gi80．oi11．7083 18 101
1998年度12i72．5i5．442i70．oi　o6i70．8i13．2084 10 94
1999年度 oi oi 72 12 84
2000年度 oi 2i77．5i3．5434 12 46
2001年度 1i80．oi 2i62．5i3．5447 11 58









































































































惑 火 海 ス 望 熱 工 散 超
???
平均点 標準偏差 平均点 標準偏差
物理I　A22／2 62．5 3．5 2．0 3．5 66．5 L4 00 01 0 01 0 0 0
物理IAとIB1 1／1 55カ 0．0 0．0 57．5 0 0 0 0 0 01 0 0 0
物理I　B 22／2 82．510．6 1の 4．0 88．010．601 0 01 0 0 0 0 0
物理IBと丑 5 3／5 75．0 9．4 L2 抗4 83．011．02 0 0 01 0 0 0 2 0
物理不明 4 3／4 70．0 5．8 0．3 5．5 78．0 9．0 2 01 01 0 0 0 0 0
物理非選択 4732／4773．0 7．3 1．7 4．9 792 8．2 3 7 8 6 5 21 212 1
無回答 35 0／3573．0 8．9 4．0 2．2 754 9．8 2 0 2 0 41 1 0 0 25
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グラフ23授業を受けた感想
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師 二啓
　グラフ18で授業に対する出席状況が良いのは、アンケートの実施時期が
講義の最後の頃で、科目履修を諦めた学生は授業に出てこない頃であるの
で、当然である。グラフ19、22、23はほぼ相似形といっても良いほど良く
似た分布であり、概して学生達は本講義に対して「興味をもち、教師の熱
意を感じ、受講して良かった」と肯定的に受け取ってくれたことがわかる。
グラフ20と21からわかるように授業内容および話し方・説明の仕方も分か
りやすいと受けとられたことは実に有り難いことと思っている。前述の
「物理学B」の授業アンケートの分析結果のどれと直接結びついていると
いうことは言えないが、各項目毎について「興味がもてなかった」が少な
かったことと、グラフ19でも「興味がもてなかった」という評価が少ない
こと、同様にグラフ20および21からも授業をr理解できなかった」者の割
合が少ないことがわかるというように、記名・無記名という様式上での差
はあまり見られず、大学で実施したアンケートも本稿で調べた結果と同じ
ような結果を示すものと判断される。
皿．まとめ
　r物理学」は本学（白鴎大学）の学生のような文系の学生達にとっては
数ある一般教養の科目の1つであって、どうしても学ばなければならない
必修の科目というわけではない。本稿では「物理学B」の各講義内容に関
して学生の興味や理解度を詳細に調査したが、「物理学A」の場合と同様、
高校での物理履修の有無とあまり関係ないことが分かった。興味や関心の
高さでは宇宙の話題に人気があるが、講義の進め方においては、講師はい
かに物理現象の理解に役立てるように解説するかということに留意するこ
とが肝要である。また、社会科学系学部の学生を対象とした講義という観
点では、「実社会ですぐ役に立つ知識」・r今一番ホットな話題」をなるべ
く多く組み入れるという点に留意した。ビデオなど視聴覚教材の活用は効
果的であるが、そこで説明されている物理現象の意味を理解させるのでな
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　　　　　　　　　　　　　　社会科学系学部における物理教育のあり方
いと、ただ何となくきれいな映像を見ただけという印象しか残らないであ
ろう。ビデオの内容の重要な点に気づかせ理解を深めるためには、本講義
で採用しているような「ビデオレポート」を書かせることは大変効果的で
ある。
　学生達には、たとえ現在持っている知識が多くはなくても自然現象を理
解できること、その限られた知識の範囲内で、つまり、自分の頭でなんと
か自然現象の原理を理解しようと努力する姿勢が大事であることを強調し
ている。
　今回の調査で分ったことは、「熱エネルギー」・「エントロピー」の項
目に対する学生の理解が今一つ良くなかったことである。これらは理系で
物理を専門とする学生にとっても中々理解するのが難しい分野ではあるが、
社会科学系の分野においても「エントロピー」の概念は必要と思われるの
で、テーマとしてはずすわけには行かない。式を使わずに図を用いて説明
するといっても限界があるので、何か他の方法を工夫しなくてはならない
であろう。
　講義としては、学生達に面白い自然現象を紹介し、その仕組みを解きあ
かし、少しでも興味をもってもらって、「知ることは楽しい」と言うこと
が分かってもらいたいと考えている。そして、ひいてはより多くの人から、
基礎科学への理解と、それらの研究への支持を得ることができればと願っ
ている。
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